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活動完了報告 

「Mini Opera Gala Concert 2024」活動助成 

 宮本史利 

 

≪報告および成果≫  
 

この度は、Mini Opera Gala Concert 2024 の開催に際し、「さわかみオペラ芸術振興財団 みんなの寄

付」より助成金を賜り、心より感謝申し上げます。ここに、本公演の成果をご報告いたします。 

 

まず、結論として本公演は大成功を収めました。最近では例の少ない夜公演でありながら、コロナ禍後の自

主公演としては最多の集客を達成いたしました。多くのご来場者より、メールや SNS 等で、これまでにないほ

どポジティブな反響をいただいております。 

 

また、客席がこれまでに経験したことがないほどの盛り上がりを見せ、笑顔や歓声が溢れる場面が多く見ら

れました。出演者からも非常に好評な企画となり、「次回もぜひ参加したい」という声が多く寄せられました。

この企画を通して、出演者の演奏技術の向上も実感することができ、そのような観点からも実りのある公演と

なりました。 

 

さらに、「この公演を続けてほしい」というお客様の声を多数受け取っており、また、地元の合唱団「アンサンブ

ルフロイデ オペラ合唱団」にも出演してもらうなど、その交流を通して、地域社会における音楽文化の振興に

大きく寄与できたことを実感しております。 

 

今回の公演は、本助成金によって、当初の計画よりも内容を大幅に充実させることができました。具体的に

は、字幕をつけることで「より内容が分かりやすかった」とご来場者より好評を得ることができ、さらに、地元の

演奏家であるヴァイオリンの永田美智子さんとチェロの安藤葉月さんの追加出演が実現するなど、より華や

かな公演となりました。 

 

以上のように、多くの方々からの支援とご協力のおかげで、本公演は大きな成功を収めることができました。

心より感謝申し上げます。 

 

 

 

≪今後の課題≫  

 

 

今回の実績を基盤とし、更なる発展を遂げるためには、公演運営および奏者のさらなるレベルアップが不可

欠です。具体的には、以下の点を強化して参ります。 
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• 運営体制の強化:  効率的な組織運営とプロジェクト管理の向上を目指し、運営チームのスキル向上と

体制の整備を行います。 

• 奏者の技術向上:  本公演だけでなく、継続的・積極的な演奏活動を通じて、奏者が技術を磨き、経験

を積む機会を提供していきます。 

• 広報活動の強化:  SNSや各種媒体を活用したプロモーション活動を拡充し、より多くの方々に公演の

魅力を伝える取り組みを強化します。 

 

これらの取り組みにより、次回以降の公演もさらに質の高いものとし、観客の皆様により一層の満足を提供

できるよう努めてまいります。 
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